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リブ付硬質塩化ビニル管用曲管（参考）

【固定受口】 【自在受口】

《曲管注記》１スパンの延長は原則３０ｍ程度までとする。

１スパン内の使用箇所数は２箇所までとする。

１屈曲当たりの最大屈曲角は３０度までとする。
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(公社)日本下水道協会・プラスチックリブパイプ協会規格の準拠品であること。

施工後屈曲箇所にピン打ちを行い位置がわかるようにすること。
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